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令和元年度第３回東郷町国民健康保険運営協議会 会議録 

 

 

１ 日時 

  令和元年１２月１８日(水)午後１時３０分から午後２時３０分まで 

 

２ 場所 

  東郷町役場３階 政策審議会室 

 

３ 出席委員 

  被保険者代表・・・・・・・３名（石川儀金、磯村義邦、近藤公夫） 

  保険医又は薬剤師代表・・・２名（桃沢 泰、柘植まち子） 

  公益代表・・・・・・・・・３名（杉原辰幸、松野一彦、近藤通範） 

  欠席者・・・・・・・・・・１名（松浦誠司） 

 

４ 会議事件のため出席する者 

  福祉部長、保険医療課長、同課課長補佐、国保年金係長 

 

５ 職務のため出席する者 

  副町長 

 

６ 傍聴者 

  ３名 

 

７ 議事録署名委員 

  石川儀金、磯村義邦 

 

８ 会議内容 

 ⑴ あいさつ 

 ⑵ 議題 

   令和２年度国民健康保険税の見込みについて 

 ⑶ その他 
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令和元年度第３回東郷町国民健康保険運営協議会 

 

事務局  定刻になりましたので、会議を開催します。 

 本日は、公益代表の松浦誠司委員から欠席のご連絡をいただい

ております。 

 現在の出席委員の数は７名で、東郷町国民健康保険運営協議会規

則第６条に規定する定足数に達しております。 

 また、委員に変更がございましたのでご紹介させていただきま

す。民生委員児童委員協議会の一斉改選があり、１２月１日付けで

民生委員児童委員協議会会長に選任されました小島通範様でござ

います。令和４年４月３０日までの任期となりますのでよろしくお

願いいたします。委嘱状につきましては自席にご用意させていただ

き、辞令交付に代えさせていただきたいと思います。 

 それでは、ただ今から令和元年度第３回東郷町国民健康保険運営

協議会を開催します。 

 本日は、大変ご多用のところ、委員の皆様にはお集りいただきま

して誠にありがとうございます。 

 それでは、会議次第に沿って進行させていただきます。 

 会議の開催にあたりまして、杉原会長からご挨拶をお願いします。 

 

杉原会長  皆様、こんにちは。令和元年も残すところ２週間ほどとなりました。

皆様には大変お忙しいところ、お集まりいただきありがとうございま

す。 

 本日は会議の次第にもございますように令和２年度の国民健康保険

税の見込みについて慎重なご審議をお願いいたしましてあいさつに代

えさせていただきます。 

 

事務局  ありがとうございました。本日は町長が不在でございますので、

副町長よりご挨拶を申し上げます。 

 

副町長 （副町長あいさつ） 

事務局  ありがとうございました。ここで、副町長は他の公務がございま

すので、退席させていただきます。 

 

（副町長） （副町長退席） 
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事務局  本日の会議でございますが、『東郷町附属機関等の設置等に関す

る要綱』に基づき、会議を公開としております。 

 本日は、３名の方が傍聴を希望されておりますので、入室してい

ただきます。 

 

（傍聴者） （傍聴者入室） 

事務局  傍聴者の方につきましては、『傍聴に関する要領』に基づき、写

真撮影や録画等ができません。また、携帯電話の電源はお切りいた

だくなど傍聴者の遵守事項を守り、会議開催中における会場の秩序

維持にご協力をお願いします。 

 また、会議資料につきましては、議題終了後、ご退室いただく際

にご返却いただきます。 

 それでは、議事進行につきましては、杉原会長よろしくお願いし

ます。 

 

杉原会長  まず、本日の議事録署名者を指名させていただきます。 

 石川儀金委員と磯村義邦委員にお願いします。 

 では、会議次第に沿って進めさせていただきます。 

 議題『令和２年度国民健康保険税の見込みについて』、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

事務局 （資料に基づき説明）【資料】 

杉原会長  ただ今、事務局から議題の説明がありました。ご質問のある方は、

ご発言をお願いします。 

 

委員  調定額について再度説明をお願いします。 

事務局  調定額というのは、本年中に行った保険税の賦課・徴収すべき額

になります。表５につきましては、左から平成３０年度に示された

標準保険税率、隣に令和２年度に示された標準保険税率を用いて算

出された保険税額になり、その差額を比較したものになります。調

定額ですので収納率は考慮しておらず１００％徴収した場合の金

額になります。 
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委員  町の現時点の案ということでよろしいですか。 

事務局  現時点の案です。 

 

委員  県から示された標準保険税率は各市町が必ず合わせなければい

けないものではなく、各市町で検討して決めればよいということで

よろしいですか。 

 

事務局  そうです。 

 

杉原会長  その他質問、ご意見いかがでしょうか。 

委員  町としては、３国民健康保険税率改正スケジュールの⑵の税率に

したいということですね。それで、先ほど説明があったとおり現行

どおりの税率ですと必要な保険税が不足し、一般会計からの繰入金

が増加するのを防ぎたいということですね。 

 

事務局  そうです。 

標準保険税率は毎年示されておりますが、昨年度は平成３０年度

に示された標準保険税率とあまり乖離がなく、据え置きにしました

が、今回示された標準保険税率はさらに差が開いてしまったため、

見直しを行うものです。 

 

委員 意見ですが、今後、税率が上がっていき負担が増えていく。昨年

度、一般会計からの繰入金が増えてもなおこういった状況というこ

とは非常に厳しい状況であると感じる。 

協会けんぽでは所得割のみであり、加入者も国保の何倍もある。

国保は均等割、平等割もあり、保険税負担はもう耐えられない状況

である。 

個人の意見であるが、国からの補助１兆円がないともう成り立た

ないのでは。東郷町としても国に意見書などを提出したりして要望

していかないといけないのでは。 

 

事務局 国民健康保険税は応能割、応益割で構成されており、所得割のみ

で構成しようとすれば非常に高い税率になりますし、軽減措置も適
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用することができず、仕組みがそもそも違うところはご理解いただ

きたいと思います。 

低所得者対策としても軽減基準額の拡大や上限額の引き上げな

どを行っているところであります。 

 

委員 各市町村の努力だけでは限界がある。国民皆保険の制度が崩れか

ねないと懸念されるため、やはり国からの補助が必要であると感じ

る。 

 

委員 国の補助や一般会計の繰り入れについても必要であると考える

が、現制度の中で維持していくために、給付を受ける側としては相

応の負担をするべきであるとも考えます。 

 

事務局 現在東郷町では医療費水準を下げるための事業を行っておりま

す。医療費水準が下がれば標準保険税率も下がるものであると考え

ておりますのでご協力をお願いしたいと思います。 

 

委員 参考に近隣で医療費、一人当たりの所得、納付金額の県内順位な

どの状況を分かれば教えてください。 

 

事務局 近隣でいうと医療費指数は豊明市が県内で一番高いです。１１番

目にみよし市、１２番目に東郷町、３５番目に日進市、５１番目に

長久手市です。国保被保険者の一人当たり所得金額は３番目に長久

手市、８番目に日進市、１１番目にみよし市、２０番目に東郷町、

２６番目に豊明市です。 

 

杉原会長  ほかに意見などは、よろしいですか。 

 質問が無いようでありますので、議題『令和２年度国民健康保険税

の見込みについて』採決を行います。 

 本件について、ご承認いただける委員は、挙手をお願いします。 

 

（委 員） （挙手） 
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杉原会長  挙手多数でございますので、今回の事務局案に沿って令和２年度の

税率の検討を進めてください。 

 本日の議題は、以上でございます。 

 それでは、進行を事務局に返します。 

 

事務局  杉原会長、議事のお取り回しありがとうございました。 

 以上で議題が終了しましたので、傍聴者の方は、ご退室をお願い

します。 

 また、会議資料につきましては、事務局にお返しください。 

 なお、会議資料は、近日中に町ホームページに掲載いたします。 

 

（傍聴者） （退室） 

事務局  次第の「その他」について事務局からお知らせします。 

 次回の運営協議会について第４回運営協議会ですが、１月２９

日（水）午後１時３０分から開催したいと考えております。 

 開催通知につきましては、後日発送させていただきますのでよ

ろしくお願いします。 

 

 以上をもちまして、令和元年度第３回東郷町国民健康保険運営

協議会を閉会いたします。 

 委員の皆様、長時間にわたり、ご審議いただきありがとうござ

いました。 

 

 

 

             議事録署名 

 

                 署名                 

 

 

                 署名                 


